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蕞
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な
る
を
信
ず
る
.；名
の
な

6
。

. 

- 

.

.

.

.

.

. 

,

明
治
四
十
四
年
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'三田
_
書
會
幹
事

ニ
»
學
會
雜
誌
第
五
卷
第
三
號

* r
ダ

ム

ス

ミ

ス

紀

念

號 

.

ア
ダ
ム
、ス
ミ
ス
略
傅
並
に
國
富
論
諸
板
本
に
就
て

. 

V

小
：
泉

信

三

1

實
行
の
讹
界
に
名
を
成
し
杧
古
來
幾
多
の
人
微
於
波
瀾
多
く
曲
折
に
富
め
る

一
生
を

送
ろ 

し
を
例
と
す
る
に
反
し
、學
問
思
想
上
の
歷
史

b

殘
る
偉
入
の
生
涯
は
、例
外
は
固
ょ

6

之
を
認 

め
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
と
し
て

.？
、槪
し
て
平
靜
に
し
：て
單
調
、

「

»
記
讀
者

」

を
審
ば
す
に
足
る
於
如 

き
事
件
に
乏
し
き
は
亦
止
む
を
得
ぎ
る
所
や
あ
る
。

國
富
論

|

卷
を
殘
し
て
經
濟
學
史
上
に 

至
高
の
地
位
を
赢
ち
得
^
ア
ダ

ム
、ス

ミ
ス
の
生
涯
は
實
に
此
一
例
で
あ

る
。

耳
目
に
珍
ら
し 

き
«

實
事
件
を
彼
の
傳
說

/;
>
ら
豫

.期
す
る

S

の
は
必
す
失
望
し

.な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ア
ダ
ム

'
K
V

ム
、
ス
ミ
ス
赂
傅
並
に
國
窩
諭
諸
板
本
に
就
て 

ニ
ー
一



r
ダ
ム
‘
ス
ミ
ス
窗
並
，に
：署

論

漬

本

齒

て

 

】

ニ
ニ 

ス

ミ

ス
te
フ
ニ
フy
ソ
ァ
、ヶ
ネ
丨
ょ

6

遲
き
：事
こ
十
九
年
、同
匕
く
ジ
ヤ

\
、

ジ
ャ
ッ
グ
ル
ン

1

に
® 

る
、
事
十

1

年
、ィ
ム
マ
ヌ
エ
ル

.、力

v

卜

”
に
先
つ
：事
一
年
卽
ち
西
曆
一
七
二
三
年
六
月
五
日 

を
以
て
蘇
格
蘭
フ
フ
イ
プ
シ
ァ

ほ
^
ざ

の

一
小
都
市
ヵ
ー
グ

力

ル
デ
ィ

，
-Ki

r
k
c
a
l
d
y

に
生
；れ

*
0 

其
名
を
同

b
く
ァ
ダ
，
ム
.と
呼
び
、力
ー
グ
ヵ

 

'ルディ

1
稅
關
監
督
宫
を
勤
め
て
居

^
彼
の
父
は
一 

度
其

#-
を
失

a
、後
配
と
し
て

K

に

D
o
u
g
l
l

氏
の
女
を
娶
つ
杧
。

ァ
ダ

ム、
ス

ミ
ス

は

此
結

®

に
侬
て
生
れ
把
る
唯
一
入
の
子
で
あ
る
。
然
る
に
父
は
ァ
ダ

ム

、ス
 

ミ
ス
舣
生
る
、
に
先
つ
て
世
を
辭
し
杧
爲
め
彼
は
：其
母
の
手

一

つ
に
依
て
養

.育

^

る
可
き
運 

命
の
下
に
立
つ
事

i

な
つ

*

而
し
て
其
父
舣
宫
班
と
し
て
受
く
る
所
の
俸
給
は
年
額
四
十 

磅——

其
他
に
多
少
の
收
入
は
あ
つ
把
の
で
は
あ
る
於

——

で
あ
つ

^

と
傳
へ
ら
る
、
に
由 

V

觀
れ
ば
、其
家
は
決
し
て
富
裕
な

4

と
云
ふ
事
は
出
來
な

&

つ
.

*の
で
あ
る
。
此
る
事
情
の 

r

に
人
と
な
つ

^

ス
ミ
ス
は
幼
に
し
て
異
常
の
夭

*

を
示
し
、̂
に
其
記
憶
力
の
强
盛
は
屢
 々

人
を
耱
か
し

^

と
傅
へ

.ら
れ
て
あ
る
。
斯
く
の
如
く
に
し

V

ヵ
ー
グ
力
ル
デ
ィ
ー
小
學
校
に
於 

け
る
其
學
業
の
進
步
は
最

g
急
速
な
る

S

の
で
あ

7
把
。，

j

七
三
七
年
グ
ヲ
ス
ゴ
ー
大
學
に 

入

6
、好
ん
で
數
學
、自
然
哲
學

(

理
學
一
を
修
め

f
cが
同

b 
く
好
成
績
を
得
、是
於
爲
め
に

「

ス
ネ
ル
獎

學
資
金

」
Snell E

x
h
i
b
i
t
i
o
n

選
拔
學
生
と
し
て
一
八
四

P

年
才

ッ
グ

ス
フ
ォ
ー
ド
大
學
バ

'
Vオ
ル
力 

レ
ッ
デ
に
進
む
事
と
な

つ

tc
r
c

オ
ッ

ツ
グ
ス
フ
オ
？
ド
に
於
て
は
主
と
し
.て
偸
理
政
治
の
學
を

i
 

怂
、屈
る
事
七
年
に
し
て
ブ
八
四
六
年
鄕
里
カ
ー
グ
カ
ル
デ
ィ
！
に
歸
ヶ
、其
後
ニ
年
を
母
と
共
に 

住
ん
だ
。

ァ
ダ

ム、
ス
ミ
ス
は

元
來
勸
勉
な
る
學
生
で
は
あ
つ
把
舣
、其
將
來
の
生
涯
に
關
し
て
は
別
に 

確
定
し
把
計
盡
を
有
つ
て
届
な
か

つ
お
。

兎
に
角
始
め
は
英
國
敎
會

 

'の
僧
侶
と
な
る
つ
名

6
 

で
あ
つ
た
好
此
志
望
は
何
赌
し
か
變
ヒ
て
、遂
に
大
學
の
敎
職
に
就
く
事
と
な
つ
杧
の
で
あ
る
。
 

1

八
四
八
年
來
彼
は
ヶ
ー
ム
ス
卿

L
o
r
d

 K
a
m
e
s

保
護
の
下

IP
^
デ
ン

パ

ー
フ
大
學
に
修
辭
學
、类 

文
學
を
講

b
、一
八
五
〇
年
ょ

6

五
一
年
に

¥.
.
7

0
學
期
に

«
經
濟
學
に
關
す

'る
講
義
.を
名
演
述 

し
、大
に
學
生
の
好
評
を
傅
し

^
。
彼
の
先
輩
に
し
て
終
生
の
親
友
な
る
ダ

#
'ソドヒユ_丨
ム
を 

得

^

の
名
亦
此
頃
の
事
で
あ
る
。

•工
デ

y
バ
ラ
大
學
に
於
け
る
講
義
の
好
評
は
更
に
一
八
五
一
年
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
學
を
し
て 

其
論
，
理

學

講

座

檐

當

の

.爲

め

に

ス
三

ス
を
招
聘
す

^

に
至
ら
し
め
、次'で
翌
年

敎
援
ト

I

マ
ス 

グ
レ
イ

T

 T
h
i
s

 

c
a
s
i
g
i
e

の
、病

死

ず

る

やK

三

ス

は
.其
後
任
と
し
て
道
德
哲
學

M
o
r
a
l

 P

 

.
ア、ダー、
<
=、文略傅

^

m

贫
探
本

^
就て 

11:ニ
一
】



T

Vム
"
又
ミ
ス
赂
傅
脓
に
國
窩M

襲
本
に
就
て 

、

一
二
四

h
i
l
c
s
o
p
h
y

敎
授
に
擧
げ
ら
れ
杧
。
由
來
蘇
播
蘭
大
學
の
惯
習
は
道
德
哲
學
中
の

一

部
と
し
て 

經
濟
學
を
講
義
す
る
の
常
で
ぁ
つ
把
が
、ス
ミ
ス

，
$
亦

此

例
に
漏
れ

1

年
國
富
論
に
於
て
發 

表
し
杧
學
說
の
骨
子
と
な
る
可
き
部
分
を
此
道
德
哲
寧
講
座
に
於
て
溃
述
し
杧
の
で
ぁ
る
。
 

當
槠
グ
ラ

ス

ゴ

ー
大
學
々
生
と
し
て
ス

三

ス
の
講
遮
に
列
し
女

J
o
h
n

 

M
U
l
a
r

の
云
ふ
所
に
從 

へ
ば
、
ス
三

ス

の

11
義
道
德
哲
學
講
座
に
於
け
る
主
題
《
四
つ
に
分
つ
祺
好
出
來
る
。
第
一
部 

は
自
然
神
學

」「

第
二
部
は
狹
義
に
於
け
る
所
謂
偸
理
學
で
主
と
し
て
後
年
道
德
情
操
諭
.に
於
て 

公
表
し

^
學
說
を
以
て
成
立
つ
て
居

6」「

第
三
部
に
於
て
は
道
德
中
正
義

J
u
s
t
i
c
e

に
關
す
る
部 

分
門
を
論
匕
：

.：：
•
彼(

ス
ミ
ス

)

は

モ
ン
テ
ス
キ
ユ

d

の
方
案
に
從
て
原
始
滕
代
ょ

6

文
明
塒
代 

に
至
る
法
律
學
の
發
達
を
池

.
、̂財
產
の
存
立
菩
積
を
助
く
る
技
術
の
之
に
適
應
す
る
.法
律
泄 

に
政
府
の
改

&

變

BI
に
及
ぼ
す
效
果
を
指
摘
す
る
に
力
め
戈
。
而
し
て
講
義
の
最
後
の
部
分 

卽
ち
第
四
部
に
於
て
ァ
ダ

ム、
ス
ミ

ス
は
國
富
力

及
び
國

家
の

繁
犖
の
增

進
を
目
的
と

し
芷
義 

‘に
非
岁
し
て
便
定
の
原
則
に
基
づ
く
國
寒
の
制
規

Political 
R
e
g
u
l
a
t
i
o
n

を
研
究
し
、此
見
解
を 

以

V

商
業
、
財
政
及
び
宗
敎
上
、軍
事
上
の

設
備
に

關
す
る

諸
制
度
を

考

案

し

、̂

而

し

て

「

此
題 

目
に
就

5

て
は
彼
舣
講
述
し

*
所
は
彼
舣
後
年

>
n Inquiry 

into 

the 
nature 

a
n
d

 

Causes 

of 

\
f

ealth of N
a
t
i
o
n
s

なる表題の下に發表し杧著書の

-要旨を包合して居つ

^」
のである。

ス
S

スの講義は奔放自在を極めて、
莊重閑雅

i
稱する事は出來ぬ财、明哳にして 

卒直、最

2
學生の喜び聽く所となつ

t
爲め、

「

スミス先生の偸理哲學

」

は屢々
グラスゴ 

丨ー社交界の話題に上つ把。
彼は叉屢々
グラスゴーの商工，業者と接觸して其實際 

上の智識を豐富にし允と傅へられてある。
國富論全卷を通匕て隨處に引用せら 

る
、饒多なる實例は此問に得

*
$
のが

»
く
な

5
。

一

方に於てアダム、ス、
へ、スは着
 

着として其偸理學說の究成に力め、一七五九年彼の

「

道
德
情
操
論

H
tr
g

q

a 

Sentiments

を公にし、彼の文名は之ょ

6

ー滕に高くなつ把。
一七六ニ年グラスゴ

I 

大寧は彼に贈るに法學博士の學位を以てし把

.0
、

か、る中にアダム、スミスのグ一フスゴー滕代は漸く終

6

に近づい*

一

 

七六三
 

年の末スミスは靑年貴族バッグルー公爵

D
u
k
e

 

of Bu
c
c
l
e
u
g
h

に師傅して其大陸旅行に 

同伴す可き招ぎを受け、之に應

b

て一七六四年の始めダラスゴー大尊敎授を辭し、

 

同年二月海峡を越えて大陸に渡

6
、一七六六年に至つて再び英吉利に歸つ杧。
此
 

旅行は經濟學史の挤究者がスミ

X -
の生

M
中最$注意す可き

^
の̂
i

認むる事件の 

ア
ダ
ム
、ス
ミ
ス
赂
握

| £
國
富
腧
襲
本
亿
就
て 

ー
こ
革



r-
r
ム、？

藝
險
震
本

i

て
. 

二 I

六

I
で
あ
る
彼
は
此
旅
行
中
、始
め
ッ
ー
ル
ー
ズ

T
o
u
l
o
i

に

停

る

事
一
年
半
、次
や
南
■部佛
蘭 

西
、西
部
瑞

W
を
歷
遊
し
允
後
一
七
六
五
年
巴
里
に
來
て
、此
處
に
滯
在
す
る
事
九
個
月
に
及
汰 

親
し
く
佛
蘭
西
の
產
業
、財

.政
、行
政
の
實
狀
を
觀
察
し
得
允
許

.

o

で
な
く

巴
里
滯
在
中
は
パ
ッ
ッ 

グ

ル
ー
公
爵
の
地
位
と
、親
友
ヒ

r

ム
の
紹
介

i

M
に
ス
ミ
ス
自
身
の
文
名
と
に
依
て
弗
關
西 

學

界

文

界

の

大

家

魏

に

ヶ

ネ

ー

、チ
ュ
ル
ゴ
ー
を
始
.め
所
謂
佛
國
プ

f
ジ
オ
グ
ラ
ッ
ト
の
諸
學
者
と
接 

觸
交
際
し
て
大
に
其
影
響
を

.受
く
る
所
於
あ
つ

t
。

ァ
ダ
ム
、ス
ミ
ス
は
實
に
國
富
論
を
ヶ
ネ 

丨
に
處
岁
る
計
晝
で
あ
つ
欠
と
傅
へ
ら
れ
て
届
る
函
富
論
中
の

「

年

^

產」

な
る
觀
念
策
一
篇
代 

價
論
の
中
に
說
か
れ
て
届
る
分
配
論
、第
ニ

.篇
の
賓
本
、不
生
産
的
勞
働
の
學
說
、等
於

此

大

陸

旅
 

行
に
侬
つ
て
得
ら
れ
女
る

S

の
な
ら
ん
と
の
推
斷
の
理
由
は
後
論
に
譲
る

)

英
吉
利
歸
國
後 

の
ス

…

ス
は
母
と
共
に
專
ら
ヵ
ー
ク
力
ル
デ
ィ
ー
に
退
い
て
大
作
國
富
論
め
著
述
に
從
事
し
ニ 

七
七
三
年

其
原
稿
を
携
へ
て
偸
敦
に
出
で
、

j

七
七
六
年
三
月
九
日
、同
ヒ
く
偸
敦
で

>
コ
1
ぶ
1
1尽 

into the N
ature a

n
d

 c
a
s
e
s

 of W
e
a
k
h

 of N
o
f
i
o
n
s

な
る
表
題
の
下
に
之
を
公
に
し
^
。

ル
ソ
ー
の

民
約 

_ 

d
c Contrat Social o

n

 Principes 

d
u

 Droit politique 

出

で

、
卜
四
年
、力
ン
ト

^
魄
^

,1
尘 

批
評

K
r
s
k

 

der R
ei
n
e
n 

V
c
r
n
u
n
f
t

に
先
つ
事
正
に
五
年
で
あ
る
。
國
富
論
一
度
現
ネ
れ
て
其

學
者
の
思
想
の
上
に
及
ぼ
し
、政
治
家
の
政
策

.の
上
に
及
ぼ
し
允
影
響
は
貲
に
目
覺
受
し

S

名
 

の
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ス
ミ
ス
と
同
脖
代
な

る
ゥ
ィ
リ
ア

ム、ピ
ッ
ト
は
國
富
論
を
熟
讀
反
稷 

しV

能
く
之
を
理
解
す
る
事
箸
者
自
身
に
劣
ら
ず

i

ア
ダ
ム
、ス
ミ
ス
を
し
て
云

.は
し
め
*
程 

で
あ
る
。
十
九
®
紀
に
於
け
る
經
濟
上
の
自
由
運
動
は
悉
く
國
富
論
の
所
說
を
信
仰
個
條
と 

し
て
其
頭
に
戴

S

杧
。
國
富
論
は
實
に
箸
者
自
ら
豫
想
す
る
事
を
愚
な

6

と
し
^

「

ユ
ー
ト
ビ 

ァ」

を
す
ら
建
設
す
る
事
於
出
來
杧
。
吾
人
は
此
書
が
國
民
經
濟
上
に
及
ぼ
し
允
影
響
を

一

 々

細
叙
す
る
睱
を
持

^

ぬ
。
只

「

國
富
論
の
效
果
は
驚
く
可
き
名
の
あ
ろ
。
英
吉
利
の
凡
て
の
人 

の
生
活
は
之
れ
胗
爲
沁
に
ー
變
し
、欧
鲁
せ
ら
れ
杧

.
6」

と
云
ふ
バ
ジ
ォ
ッ
ト
の
言
の
必
し
名
誇
張 

で
な
い
事
を
斷
吉
す
る
に
止
め
て
置
く
。
此
く
の
如
き
著
大
な
影
響
を
經
濟
上
の
實
際

1C
及 

ぽ
し
把
他
方
に
於
て
一
科
の
寧
と
し
ゼ
の
經
濟
學
は
叉
國
富
論
の
出
現
に
依
つ

y

初
め
て
確 

實
な
る
基
礎
の
上
に
置
か
れ
杧
の
で
あ
る
。
固
ょ
ろ
，

.
ア
ダ
ム
、ス
ミ
ス
の

®
く

所
は
悉
く
前
人 

未
發
の
眞
理
で
は
な
く
其
本
源
に
遡
れ
ば
或
は
ヒ
ユ
ー
ム
あ

-

o

、
ノ

ッ

チ

ェ

ソ

\

あ
6

マ
ン
デ
グ
ィ 

ル
.あ

6

ヶ
ネ
.丨あ

6
叉
チ
ュ
ル
ゴ
あ
る
。
併
し
乍
ら
ア
ダ
ム
、ス
ミ
ス
の
頭
曜
の
大
は
悉
く 

之
等
前
人
の
所
說
を
包
容
し
て
毫
％
之
於
爲
め
に
煩
は

^

る
、
事
な
く
之
を
純
化
し
綜
合
し

ア
ゲ
ム
、
ス
ミ
ス
略
傅
他
に
國
富
論
i

本
に
就
て
，
 

二1

七



r
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
略
傅
池
に
國
富
論
襲
本
亿
就
て
.

一
一
一

 

八

て
新
に

'
nil

家
の

®

系
を
建
設
し
、爾
後
の
經
濟
學
の
爲
め
に
酸
々
と
し
て
汲
め
ど

^

盡̂
き

3 '
'
る 

妮
衆
を
供
紛
す
る
事

^
出
來

^

の
で
あ
る
。
此
く
の
如
く
に
し
て

y

力

—

ド

出

^

三

ル
.名 

出

^

他

の

一

方
に
は
ス
ミ
ス
の
勞
働
慣
値
說
か

.ら
出
發
し

*

ヵ
ー
ル
、マ
ル
ク
ス

2

现
は
れ
お
。
 

而
し
て
奮
て
ス
ミ
ス
が
一
度
論
究
し

^

古
き
問
題
は
猶
今
日
の
經
濟
學
に
依
て
屢
'々
繰
返
し 

て
新

U

討
議

3

れ 

<
屈

る

。

例

へ

ば

，彼

の

•分
業
諭
、自
然
價
格
論
、資
本
論
、利

■

論
の
如
き
、叉
國 

r

ir
F

一
#

f
八

^

か
勞

#
:と
勞

#

效
稻
と
の
關
係
に
就
き

S

新

fF
究
の
&
«
を
豫
言
し
て 

居
る
と
云
ふ
於
如
き
、帝
國
主
義
者
と
_
山
質
易
論
蕃
於
各
國
富
論
の
或
部
分
の
韋
句
を
引
用 

し

®

解

し

て

，：

h
i

分
の
議
論
を
強
め
や
ぅ
と
力
め
る
於
如
き
、叉
財
政
學
者
が
所
爾
祖
桃
四
原
則 

を
解
剖
し
て
ス
ミ
ス
が
負
擔
能
ヵ
說
を
取
つ
农

/;
>、或
は
國
家
利
益
說
を
泰
匕
女
か
を
爭
ふ
於 

如
き
は
僅
於
に
其
ニ
三
例
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
ぃ
併
し
乍
ら
經
濟
學
說
の
沿
革
を
述
べ
ス 

三

ス
の
所
說
と
今
日
の
經
濟
學
と
を
比
較
す
る
の
は
吾
々
の
目
的
で
は
な

S
。

吾
人
は
旣
に 

路
に
走
つ
て
餘
ぅ
に
多
く
を
語
つ
杧
。

吾
人
は
苒
び
元
に
歸
つ
て
、目
富
踰
出
版
以
後
の
ァ
ダ 

ム
、ス
ミ
ス
を
略
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

國
富
論
出
版
後
の
ニ
年
間
を
ア
ダ

ム
、ス

ミ
ス
は
偷
敦
で
送
っ
杧
。

一
七
七
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ

>•ド
稅
關
藥
員
の
一
人
に
擧
げ
ら
れ
て
工
デ
ン

Z

ラ
に
移

6
遂
に
其
死
に
到
る
迄
此
處
に
住 

ん
だ
。
此
頃
，の
ア
グ
ム
、ス
ミ
ス
の
收
入
の
事
胗
或
本
に
載
つ
て
届
る
の
を
見
る
と
彼
は
税
關 

委
員

i

し
て
年
俸
五
百
勝
、鹽
税
行
政
官
と
し

C

J
百
祿
、V

ソ
グ
ル
ー
公
爵
家
ょ

6
年
金
三
百
勝
、
 

卽
ち
合
許
ー
年
丸
百
膀
を
得
て
届
つ
杧
と
記
し
て
あ
る
。
前
に
述
べ
祀
父
の
ア
ダ
ム
の
四
十 

磅
に
比
べ
る
と
遙
に
富
裕
で
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

=

一
七
八
七
年
其
毋
校
グ
ラ
ス 

ゴ
ー
大
學
の
總
畏
に
選
ば
れ
杧

^
三
年
の
後
遂
に
病
を
以
て
世
を
辭
し
杧
、

一
七
九
〇
年
七 

月
十
七
日
。
年
を
享

く

る
«

六
十
七
で
あ
つ
女

5L
.の
前
數
日
彼
は
友

A5
d
d
e
l
l

に
.向

<
自 

ら
成
し
遂
げ
杧
事
業
の
甚
だ
、乏
し
き
を

#

ん
だ
と
傳
べ
ら
れ
て
居
る
。

ス
ミ
'ス
は
遂
に
娶
ら 

梦
母
及
ぴ
曾

<
戀
人

^

6
し
從
姝

Jane 

Douglass 

I

共
に
棲
ん
で
世
を
終
へ

^

の
で
あ
る
。

ア
ダ
ム
、ス

三

ス
の
企
て
允
訐
畫
は
決
し
<
遨
德
愦
操
論
及
び
國
富
論
で
終
つ
て
届
る
名
の 

で
は
な

S
。

.彼
は
實
に
偸
理
學

、政

洽
學
の
全
體
に
百

h

る
理
論
的

歷
史

的
^

究
を
完
成
し
や
ぅ 

と
試
み

^
の
で
、公
表

3
れ
杧
ニ
著
は
僅
に
其
の
一
班
伫
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
此
計
畫
は
一 

七
五
九
年
道
德
情
操
論
を
發
表
し
杧
肪
旣
に
抱
懷
し

<
居
杧
の
で
、先
づ
此
著
に
依
て
其
訐
盡 

し
杧
梆
究
の
一
部
を
發
表
し
、自
餘
の
部
分
は
到
底
同
二
書
中
に
收
め
る
事
は
出
來
難

s

於
ら

ア
グ
ム
、ス
ミ
ス
略
俾
池
亿
國
富
論
諸
霞
に
就
て 

一
二
九
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r
/'
'メ
ム
、
ス
ミ
ス
略
傅
飽
亿
國
富
論
^
^
本
に
就
て 

ー
ー
こ
0

「 …

：…
更
に
他
の
著
述
に
於
て
法

.律
及
！
5
政
府
に
關
す

.るj

般
原
則
及
び
啻
に
心
备
に
關
し
て 

の
み
な
ら
す
警
察
、收
入
軍
備
並
び
に
其
他
法
律
の
目
的
物
^
る
諸
般
の
事
項
と
の
關
係
に
盼

け
る
.

.
其
變

f
!

般
原
則
の

*

革)

の
硏
究
に
力
む
る
所
あ
ら

ん」

と

公
約
し
把
。

,(

道
窸

If
操

論
末
霞
然
る
に
之
ょ

6

後
に
至
つ
て
發
表

r
e
れ
お
國
富
論
は
右
に
爾
ふ

r

%

f
AN
¥x
fi
N
に
關 

す
る
研
究
を
包
合
す
る
に
過
ぎ
ぬ
や
ら
從
て
此

.外
に
猶

「

於
象

t 

_ヤ
か
修

|九」

卽
も
グ
ラ
ス
ゴ 

I
大
學
講
義
の
第
三
部
に
相
當
す
る
部
分
於
發
表

3
れ
卞
に
殘
つ
て
届
杧
事
に
な
る
。

而
し 

て
ス
ミ
ス
は
犯
此
タ
に
一
種
の
文
明
史
と

T
P

名
く
可
き

7
^

の
\

著
述
を
計

®

し
て
居
女
。

卽 

ち

一

七
八
五
年
十

一

月
、ス
ミ
ス
は
自
ら
下
の
如
く
：記
し
て
届
る
。

日
く

「

余
は
.叉
他
の
ニ
大
著 

竹
を
準
備
し
つ
、
あ
ろ
。

其
一
は
文
學
哲
學
、詩
歌

*

辯
の
凡
て
の
部
門
に
一
且
る
ー
種
の
哲

_ 

的
歴
史
な

6」

も
而
し
て

「

ニ
大
著
作

」

の
他

.の
一
は

「

法
律
及
び
政
府
に
關
ず
る
理
論
及
び
歷
史

」 

卽
ち
右
に
述
べ

^
發
表

^

れ
岁
に
殘
つ
て
届
杧

:
: 

:
.
正
義
に
關
す
る
硏
寒
で
あ
る
。
然
る
に 

ァ
ダ
ム
ス
ミ
ス
は
遂
に
之
れ
等
の
原
稿
を
自
分
の
滿
足
を
得
る
程
に
充
分
整
理
す
る
亊
が
出 

却
な
か
つ
、

^

而
し
て
ァ
グ
ム
、ス
ミ
ス
の
性
精
は
斯
く
の
如
き
不
完
全
な
原
稿
を
其
の
臌
に 

殘
し
て
之
れ
を
後
人
に
示
す
事
を
忍
ぶ
事
财
出
來
な
か
つ
セ
。

死
の
十
數
日
前
彼
は
其
友
、

11

に
己
の
死
後
必
ず
其
原
稿
を
悉
く
燒
き
棄
て
、
奘
れ
る
樣
に
と
賴
ん
だ
が
之
れ
丈
け
で
は
氣 

於
濟
ま
穸
減
日
の
後
更
に
友
人
を
促
し
て

«

ち
'
に
自
分
の
眼
の
前
で
之
作
を

.火
中
に
投

b
3 

せ
漸
く
安
心
す
る
事
於
出
來

^
と
傅
へ
ら
れ
て
あ
る
。
此
く
の
如
く
に
し
て
後
世
は
國
富
論 

道
徳
情
操
論
及
ぴ
其
他
ニ
三
®
の
論
文
を
除
く

 Q

外

ア
ダ
ム
、ス

三

ス
の
著
作
に
接
す
る
事
を 

許
3

れ
次
る
の
遺
慽
を
忍
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
事
と
な
つ

^

此
遺
慽
を
幾
都
分
小
口
に
す
る

$ 

の
は
 Lectures on Justice, Police R

e
v
e
n
u
e

 a
n
d

 

A
r
m
s
,

 delivered in the University of 
c
p
s
g
-
o
w
v
y

 

A
D
-

 

A
M

 S
M
I
T
H
,

 reported 

b
y

 a S
t
u
d
e
n
t

B-1
7
6
3

の
出
版

(
j

八
九

.六
年

)

で
あ
る

0 (

之
.は
ア
ダ

ム

、ス

三 

ス
の
グ
ラ
ス

ゴ

丨
大
學
に
於
け
る
講
義
の
筆
記
を
英
吉
利
の
經
濟
學
者
エ
ド
ゥ
ィ
ン
、キ
ア
ナ
ン 

氏
が
發
見
し
之
に
校
訂
を
加
へ

V

出

版

し

の

で

、講
義
の
年
代
は

」

恐
ら
く
一

 

七
六
三
年
顷 

と
推
測
さ
れ
る
。
少
く
名
一
七

.六

o
年
以
後
だ
と

.云

^
事
丈
け
は
確
實
で
あ
る
。

)

吾
人
は
今 

日
之
に
侬
<
ア
グ

ム
、ス

ミ
ス
が
遂
に
發
表
す
る
事
な

.く
し

<
終
.つ
把
法
#
學
の
內
容
を
窺
ひ 

得
る
と
同
赌
に
、

81

富
論
に
於
て
發
表

^

れ
食
ス
ミ
ス
の
思
想
、が如
何
な
る
經
路
順
序
を
經
て 

發

«

し
杧
の
で
あ
つ
杧
か
に
就
<
最
名
興
味
と
實
益
と
に
窟
む
硏
究
を
進
め
る
事
於
出
來
る 

事
と
な
つ
杧
。
後
代
の
ス
ミ
ス
硏
究
者

a
此
恩
恵
に
對
し
深
く
中
ア
ナ
ン
の
勞
と
、キ
ア
ナ
ン

ア
ダ
ム"
ス
ミ
ス
略
傅
並
に
國
富

i
f

襲

本

に

就

て•
 

一一
 

1
-
1
1
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:ァ
グ
ム
、
ス
ミ
ス
略
盤
に
菌
富
論
諸
板
本
亿
就
て
.

r

r

j

历

に
S

藏
の
講
義
筆
記
と
を
與
へ

f c

マ
コ
ノ
キ

T
 

j
y

s rc
o

n
o

c
h

i
e

氏
と
に
感
謝
し
な
け

^

vd
r

な 

ら
&
。ァ

ダ
ム
、ス
ミ
ス
の
著
作
目
錄
は
次
の
如
き

:

の
で
あ
る
。

)j 

W
i
l
l
i
a
m

 

H
a

m
i
l
t
o
n

 

o
f

 

B
a

n
g

s
r

 

の
詩
：集
 

p
s

i
m

s

 

o
n

 

s
e
v
e
r
a
l

 

o
c
e
a
s
i
o
n
s

 

に
對
す
る

^

文

。
0

付

一

七
四
八
年
十
二
月
二
十

一

日
、グ

i

フ
ス
ゴ
ー
し 

\
—

^

1 

一
 

E
d
i
n
b
u
r
g
h

 

R
e

v
i

e
w

 

に
對
す
る
寄
稿

 

ニ 

篇
。

；

J

 

七
五
五
年

(
A

 

r
e
v
i
e
w

 

o
f

 

J
o
h
o
n
s
o
n
f

 

E
n
g
l
i
s
h

 

D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
)
M

l c

一
 

七
五
六
年

(

p >
? r
t
t
e
r

 

t
o

 

t
h
e

 

a
u
t
h
o
r
s

 

o
f

 

t
h
e

 E
d
i
n
b
u
r
g
h

 

R
e
v
i
e
w
)

( H
一
 

七
五
五
年
の
頃
ス
ミ
ス
は

1
文
を
草
し
て
剽
窃
の
非
難
に
答
へ
、質
易
自
由
の
學
說 

は
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
於
て
始
め
て
講
述
せ
る
に
非
ず
し
て
、旣
に

一

七
四
丸
年
エ
デ
ン
バ
ラ
に

於
け
る
講
座
に
於
て
之
を
試
み
杧
る
旨
を
說
明
せ

.り。

\
J四 

E
s
s
a
y
s

 

o
n

 

P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
c
a
l

 

S
u
b
j
e
c
t
s
,

 

b
y

 

t
h
e

 

l
a

t
e

rS
m
i
t
h

 

L
.

 

L
.

 

D
.
,

 

F
e
l
l
o
w

 

o
f

 

R
o
y
a
l

 

S
o
c
i
e
t
i
e
s

 

o
f

 

-
L
o
n
d
o
n

 

a
n
d

 

E
d
i
n
b
u
r
g
h
,

 

e
t
c
.
,

 

t
o

 

w
h
i
c
h

 

i
s

 

p
r
e
f
i
x
e
d

 

a
n

 
A
c
c
u
n
t

 

o
f

 

t
h
e

 

L
i
f
e

 

a
n
d

 

t
h
e

 

W
r
i
t
i
n
g
s

 

o
f

 

t
h
e

 

A
u
t
h
o
r

 

b
y

 D
u
g
a
l
d

 

S
t
e
w
a
r
t
,

 

F
.

 

R
.

 

S
.

 

E
.

 

(
L
o
n
d
o
n
,

 

C
a
d
e
l
l

 

a
n
d

 

D
a
v
i
e
s

 

; 

E
d
i
n
b
u
r
g
h
,

 

c
r
e
e
c
l
l
)
I
7
9
5

 

之
れ

u
r
. 

B
l

a
c

k

及
び

D
r
.

 

H
u

t
t

o
n

の
出
版
に
係
シ
、收
錄

3

れ
f
c

る
論
文
は
、

13

(
A

) 

Principles w
h
i
c
h

 lead a
n
d

 direct p>hilosopli ka
l inquiries, illustrated b

v

 the History o
f

>
Y 

r+r
o
n
o
m
y
f
w
v
i
u
e
n

 before 

I
7
C00)

(

w) 

Principles wliiclilead a
n
d

 direct phiiosophklal 

Enquiries, illustrated

cr
v tlie 

History of 

a
i 

nclen

rr
p
l̂
<
go*
s

(
c

 ) 

Principles whicli 

lead a
n
d

 direct .philosophical 

enquiries, 

illustrated 

b
v

 the 

History of 

a.ncl

n)nt: 

L
o
g
i
c
s

PJ
n
d

g
e
t
a

-ollysics

(D

 ) 

O
f

 

aisitation w
h
i
c
h

 takes plac-e in w
h
a
t

 arc called the Imitative Arts (

一
 

七

.四

A

l
四
九
年

H

デ
ン

パ

ラ
に
於
け
る
講
義
、よ
ろ
取
れ
る
名
の
な
ら
ん

)

(

W)

〇
f the A

E
n
i
t
y

 b
e
t
w
e
e
n

 

c
e
r
t
a
i
n
m
n
g
H
s
h

 

s
d Italian verses.

(
F
) 

O
f

 the s
t
e
r
a
a
i

 senses (

唯
一

の
心
理
學
的
論
文
也

)

五 

The. T
h
e
o
r
y

 of M
o
r
a
l

 Sentiments (
M
m
a
r
,

 L
s
d
o
n
.
,

 Kinnaird 

a
n
d

 

Bcii,’E
d
i
n
b
u
r
g
h
)

初
版
一 

七

五

，九

年

。

ニ

版.一
七
六
一
年
。 

(
A

 dissertation 

o
n the origins of L

a
n
g
u
a
g
e
s

 

を
增
補
す
三
版
、

1

七
六
七

年
。

四
版
一
七
七
四
年
。
五
版

一

七

A

一
 

,

-
版
一
七
九
〇
ヸ
。

(

六
版
に
到 

6 

® 

f
o

.
其

標

題

の
 T

h
e

 T
h
e
o
r
y

 of moral Sentiments, or a
d E

s
s
a
y

 t
o
w
a
r
d
s

 an Analysis of. the prl 

ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
略
盤
に
國
富
論
諸
板
本
に
就
て 

ニ
三
ー
ー



アダム

.、スミス

®

並
.に

國

富

論

農

本

に

就

て

5
1
四

I
p
l
e
s

 b
y

 w
h
i
c
h

 M
e
n

 naturally j
ud
g
e c

o
n
c
e
l

的 the 

c
o
n
d
u
c
t

 a
n
d

 Character first of their 

N
e
i
?

 

libors a
n
d

 A
f
f
v
a
r
d
s

 of Themselves, T
o

 

w
h
i
c
h

 

一
 fs a

d
d
e
d

 

A

 

Dissertation o
n

 the 

〇
r^:
n of L

a
〒

g
a
u
g
e
s

と
擴
張
せ
ら
れ
把
る
に
止
ま
ら
ず
、其
本
文
に
於
て

g

多
く
の
變
更
の
加
へ
ら
れ
杧

る
を
見
る

)

\
l
y

六

t>
n I

n
q
a
r
y

 
f
 the N

ature a
n
d

 Causes of 

w
s
k
h

 of Nations 

•

\
J
y

 ̂

ト
ぎ
卜
？

a
U

§
CLH

i
e
,

R
s
q
-
, written 

b
y

 himself, r
ondos, 

1
7
7
7
.

に
1

せ
こ
る
 

- Letter

to W
i
i
K
a
m

 s
t
r
a
h
s

 E
s
q
.

日
付
は
一
七

b

六
年
卡

「

月

t

ヨ 

\
|
/

( A
ア
タ
ム
、ス
ミ
ス
の

A
に
寄
せ
允
る
書
簡
。

D
u
g
a

DrStewart, 

Sir 

loh
n

 Sindafr, 

Hiii 

Burt 
I 

on, M
o
uiioch, Pr. B

irkbeck 

i

等
に
依
て
印
刷
一
せ
ら
る
。

M

に

5

。

a

タ
卜
泛
。

〔

〇
f
 

a
r
d
,

ス
ミ
ス
書
齋
目
錄
等
に
就
て
窺
ぶ
可
し
。

ほ 

Lectures 

o
n Justice, p

o
l
i
c
e
,
R
e
n
e
v
i

 a
n
d

 A
n
s
,

 delivered in Uie University of Glasgow, r
e
p
?

 

rtcd 

b
-N
a si

u
d
s
t

 m

 1763, a
n
d

 edited with an introduction a
n
d

 notes b
y

 E
d
l
n

 c
a
m
,

 

1S
9
6
.

ア
ダ

ム

ス

ミ
ス
の
全
集
に
は

o
u
g
a
Q:S

t
e
w
a
r
t

の
出
版
に
係
る

H
ぼ
ミ

。
.o

f
j
A
d
a
m

 S
m
i
t
h

 L
o

丨
 

n
d
o
n
.

 

I00
I
I
I
I
2
好
.あ
る
其
第

一

卷
は

.道

.德
愦
操
論

「

第
二
第
三
第
四
卷
は
國
富
論
、及
び

索

引

®

五
卷
は
言
語
構
成
論
、論
文
、傅
記
並
に

s
i
n
b
u
r
g
h

 R
e
v
i
e
w

へ，の
寄
稿
ニ
篇
を
收
錄
し
て
届
る
。

以
上
吾
人
は
旣
に
ァ
ダ
ム
、ス
ミ
ス
傅
記
の
大
略
を
描

S

 

*
。
次
に
少
し
く
國
富
論
の
諸
版 

本
に
就
て
記
述
す
る
所
奴
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
じ
乍
ら
之
を
爲
す
に
先
つ
て
國
富
論
に
現 

は
れ
化
る
經
濟
學
說
と
國
富
論
以
前
に
於
け
る
ス
ミ
ス
の
經
濟
導
說
と
を
比
較
®
照
す
る
は 

決
し
て
興
味
な
き

.
*
で
は
な

S
。

而
し
て
之
を
爲
す
に
屈
強
の
材
料
を
供
給
す
る
名
の
は
旣 

1C
記

し

^Lectures on Justice, Police, r
e
v
e
n
u
e

 a
n
d

 A
r
m
s
,

 etc 
で
あ
つ
て
此
講
義
の

 Part II,

〇
f pol

ice ;
Part III, O

f

 R
e
v
e
n
u
e

 : Part 

1
5
〇
f Ar

m
s

»
實
に
國
富
論
の
前
身
と
見
る
事
、が出
來
る
。

(

何 

故
に
響
察
論
軍
備
論
等
の
表
題
の
下
に
經
濟
論
を
講
ヒ
：把
が
の
理
由
の
說
明
は
省
略
す
る

)

併 

し
乍
ら
今
國
富
論
と
此
講
義
と
の
結
構
の
詳
細
を
叙
ベ
て
之
を
比
較
對
照
す
る
は
餘

6

に
記 

事
を
甚
く
す
る
の
嫌
が
あ
る
。
吾
々
は
直
ち
に
進
ん
ー
で
國
富
論
と
此
講
義
と
の
間
に
存
す
る 

最

^
重̂
要
な
る
相
違
の
點
を
擧
ぐ
る
丈
け
で
滿
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

• 

•

國
富
論
と

「

講
義
と
の
間
に
存
す
る
相
違
の
點
と
し
て

»

_
:
胄
論
第
四
篇
末
章
の
フ
ィ
ジ
オ
グ 

ラ

チ
ッ
グ
ン
ス
テ
ム
論
、第
四
篇
第
七
章
贿
民
地
論
等

.
0
if
に
附
加
せ
ら
れ
允
事
、

「

講
義

.中
に
見
出 

し
得
る
.株
式
寶
貿
及
び

Mississippi s
c
h
e
m
e

に
.關
す
る
記
事

.の

.
'取
除
や
れ

fc
事
等
を

'數
へ
る
事
。

アダム"スミ

 
スf

盤
に
鼷
富
論
襄
本
亿
就
て
 

云
5
.



-

,-x
r

、

K

i
 
璐
靈
 

§
1

1 
慶
本
 

1

_て 

=

s、

.

S
來
.る
。

然
し

乍
ら

經
濟
學
、史
み
：將
究
者
に
蕺
て
'最
名

*

.要
な
み
は
_

富
論
第
ご
釐
の
費 

本
論
及
び
不
生
產
的
勞
働
の
學
說
、第
一
篇
代
價
論
中
に
分
配
論
を
揷
入
し
允
る
事
、並
び

1C「

年 

生
産

」
A
n
n
u
a
l

 p
r
o
d
u
c
e

の
槪
念
を
カ
說
し
允
事
實
に
如
く
名
の
は
な
い
。
此
變
更
は
恐
ら
く
フ
ィ 

ジ
才
ク
ラ
丨
ト
諸
學
者
の
影
響
に
歸
す
可
き
名
の
で
あ
ら
ぅ
。
固
よ
之
に
對
し
て

4
其

^

^
 

の
强
固
な
ら
次
る
を
指
摘
す
る
反
駁
奴
な
い
で

K

い
於
、旣
に
吾
々

.は
ア
ダ
ム
、ス
ミ
ス
の
專 

記
.に

依
て

「

請
義

#

代
と
國
富

.論
滕
代
と
の
間
に
彼
の
大
陸
旅
行
、從
て
佛
國
學

者
と
の
接
觸
な 

る
事
件
の
介
在
す
る
事
を
知

6
、而
し

y

右
に
述
べ

t

諸
說
抓
講
義
に
は
な
く

'し
て
國
富
論
の 

中
に
見
出
す
事
於
出
來
る
と
云
ふ
事
實
の
あ
る
以
上
、之
を
フ
ィ
ジ
才
グ
ラ
ッ
ト
の
影
響
に
歸
す

T
 

き
名
の

i

推
沏
す
る
の
は
必

し
,；

5
=
>
妄
斷
と
は
云

^

難
い
と
思
ふ
。

フ
ィ
ジ
才
ク

1

フ
ッ
ト
學
派
の
言 

ff
は
ヶ
ネ
ー
の

T
a
b
l
e
a
u

 

E
c
o
n
o
m
i
q
u
e

に
具
體
さ
れ

 

< 
居
¥

。

此
書
中
、今
吾
々
が

ft
'
意
を
要
す 

る

の

は
( -「

タ

ブ

ロ

丫
 

x
rl
ノ
ミ
ッ
ク
.一

は

一

國

の

全
1

^ 0
®°
叉

は

妒

»°
4°
0°
な
.る

槪

念

を

合

む

と 

^
 

^
勞』

儆
は
不
生
產
的
な
る
と
並
に
年
生
產
を

P

持

せ

ん

於

爲

め

に

は

或「

前
拂
ひ」(

佛

蘭

西

語 

に

て

く

 

J
を
必
要
と
し
、而
し
て
此
年
生
產
は
か
配
さ
る
、
，

p

の
な

6

と
敎
ふ
る
乙
と 

の
三
點

^

あ
る
。

ス
ミ
ス
は
其
自
ら
云
へ
る
如
く
タ
ブ
口
ー
エ

3 

ノ
ミ
ッ
ク
の
細
目

1C
.就
て
は

17

左
受
で
の
價
値
を
認
め
な
か
つ

^
け
れ

ど
名
萁
主
耍
觀
念
を
取
て

±

を

グ

ラ

ス

.
ゴ

ー

槠

代

の
 

挙

說

に

適

合

，せ

し

め
や
ぅ

i

力
め

tt
の
は
事

.實

p

あ

る
。

卽
ち
彼
は
年
生
產
の
槪
忿
を
採
用 

し
て
彼
の

「

國
富

」
W
e
a
l
t
h

 of a n
a
t
i
o
n

な
る
名
辭
を
此
意
義
に
於
て
使
用
し

(

尤
名

彼
辟
.屢
々
誤
て 

此
用
語
の
約
朿
ぶ
違
背
し

*
事
實
は
特
記
し
て
置
く
必
：要
於

あ
る

)

叉

.不

生

産

的勞

働
に
關
し 

て
は
家
僕
舱
に
更
に
進
ん
で
傭
主
の
貨
幣
獲
得
：以
外
の
目
的
に
使
役

3
れ
把
勞
働
は
凡
て
此 

植
に
属
す
る
名
の
と
論
匕
杧
。

.

.叉

.彼
は
勞
働
の
生
產
的
不
生
產
的
な
る
區
別

i

フ
ィ
ジ
オ

ダ

ラ 

ト
の

>
v
a
n
c
e
s

の
擧
說

1

を
多
少
浪
同
し
て
終
に
ニ
國
：資
本
の
.總
額
は
貧
凝
生
產
的
勞
働
者 

の
數
を
決
定
す
と
の
見
解
に
到
着
し

fc
。
叉
彼
は
代
價

..並

.に
故
組
成
分
子
論
中
に
於

y

貨
物 

の
代
價
は
勞
銀
、地
代
、利
潤
の
三

.

U

分

女

れ

、同

欉

.に

一
國

全

生
産
は
地
主
、資
本

S

働
者
の
間 

に
分
酉

5

れ̂
る
事
を
說
明
し

^
.
の
.で
あ
る
。

之
れ

K

± '
*

々
し
く
國
富
論
と
其
.前

身

と

の

比
 

較
硏
究
に
從
事

.す

.る

事

は

此

小

文

阜

..の

目

的

で

な

S

。
吾
々
は
今
.や
迤

ん

で

國

富
論
の
諸
饭 

本
に
就

<
笳
軍
な
る

.記

»

を

試

み

：.る
.可
き
場
合
に
立
到
つ
^
。

國
富
論
は
ァ
ダ
ム
、ス
，

.ミ
，ス
生
前

.に
版
を
重

.ぬ
る
；事
五
版
に

.及
ん
だ
。
，
其
第
ー
版
«
旣
述
の 

如
く

1

七
七

六
'年
三
月

.九
日

上

卞

.ニ

卷

を

以

V

偷

：敦

の

書

肆

• Strahan 

a
n
d

 

C
a
d
e
l
l

か

ら

現
«

ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
.略
僧
並
に
：國
當
論
鍺
板
本
.忆

就

て

,

ニ
：
 

二
.七



r
r
ム
、
ス
ミ
ス
麗
敢
に
國
富
論
諸
板
本
に

.就て

.
 

ニニ
'

れ(
上
卷
は
第

I

第
二
第
三
篇
ょ

.り
成

•り、頁
數

•五
一
〇

T

考
は
五
八
七

M
、m

四
第
五
雨

篇
を

收 

む)

前
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
學
道
德
哲
攀
敎
授
法
學

.博
士
、學
士
會

員
ァ
、ダム

、ス

ミ
ス
著
と
激
し

±

， 

卷
頭
に
總
目
次
を
揭
げ
、價
格
は

一
磅

十
六

志
で
あ
つ
*
。

第
ニ
版
は
一
七
七
八
年
の
始
め
に
出
版
さ
れ
杧

=

其
外
形
は
前
版
と
多
く
異
な
る
所
な
く
、
 

贾
數
名
大
體
前
と
同
匕
で
只
目
次
を
ニ
卷
に
分
ち
て
附
す
る
事
と
し
杧
丈
け
の
相
違
で
あ
る
。
 

仞
し
乍
ら
內
容
に
就
て
見
る
と
ニ
版

'が
一
版
と
違
ふ
點
は
決
し
て

»'
く
な
い
。

其
大
部
分
は 

勿
論

語
句
の
修
正
に
止
る
け
れ
ど

S
猶
！

^

F

の
多
く
は
此
版
に
到
つ

て
初
め
て
現
は
れ
、事
實 

數
字
の
訂
疋
せ
ら
れ
跗
け
加
へ
ら
れ
杧

$

の
名
諸
處
に
見
出
す
事
、
が
出
來
る

•

*
又
利
爾
、地

1
 

の
發
生
に
關
す
る
學
誰
の
中
變

E

S
れ

fc
w
pの

^

あ
る
の
は
頗
る
興
味
あ
る
事
實
で
あ
る
。

其
他
枝
葉
の
相
違
に
就
て
は
一
々
詳
叙
す
る
の
煩
を
厭
ふ
。
價
正
に
ニ
滚
ニ
志
。

三
卷
ょ

6
成
る
第
三
版

ニ
卷
は
第
二
篇
第
ニ
韋
終
ま
で
、ニ
卷
は
第
四
篇
第
八
章
終
ま
で

)

は 

i 

◦
八
四
年
の
終
に
公
刊
せ
ら
れ
著
者
の
肩
書
に
は
：取
に

「

蘇
格
蘭
稅
關
委
員

」

と
附
加
へ
ら
れ 

杧
。

m

三
版
を
取
て
之
を
第
二
版
に
比
較
す
る
と
き

.は
重
要
な
る
增
補
の
加
へ
ら
吖

tc
名
の 

が
あ
る
。
卽
ち

r

マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル
、シ
ス
テ
ム
の
結
論

」

と
題
す
る
一
章
、商
業
の
特
殊
部
門
の
更

!!
:
の
爲
め
必
要
な
る
公
共
事
業
並
に
公
共
設
備
に
就
て

」

の,

節
、第
四
篇
第
三
幸
中
對
佛
貿
易 

制
限
の
不
合
理
を
論

b、第
四
篇
第
四
草
の
始
め
に
於
て
諸
種
の
戾
税
を
詳
述
し
、鰊
漁
業
獎
勵 

金
、穀
物
獎
勵
金
を
論
す

る

等
の
條
々
は
第
三
版
に
於
け

る

新
增
補
で

あ
つ
て
、ス

ミ

ス
は
舊

S 

を
撒
つ

^
人
の
爲
め
、特
に
書
肆
に
侖

b
て
之
等
の
增
補
.及

び

其

他

の

小

增

補

小
訂
正
を

，
>

cu—

 

d
t
s
.

 a
n
d

 

Corrections 

to 

the 

ist an
d 2

n
d

 

Editons 

of Dr. 

A
d
a
m

 Smith/s 

W
e
a
l
c
h

 of Nations 
と
し

<
浈
に
印
猫
せ
し
め
允
。

此
外
に
特
に
注
意
す
可
き
は
長
き
ィ

!
|
_
の
添
付
さ
れ

*
事
で
あ
る
。
 

但
し
此
索
引
は

(

少
く

^

p

其
全
部

)

は
ス
ミ
ス
自
身
の
手
に
成
つ
杧
名
の
で
な
い
と
推
測
す
可
き 

理
由
の
あ
る
事
を
特
記
し
て
置
く
。

一
七

/1
ナ
年

'に
出

^

#
四
版
は
體
裁
頁
數
全
く
第
三
版
に
同

^
く
、其
内
容
の
變

S

は
S
細 

に
し
て
殆
ど
云
ふ
に
足
ら
ぬ
。
第
五
版
は
著
者
易
篑
：の前
年
、卽
ち
一
七
八
九
年
を
以 

れ
杧
。
內
容
は
前
版
と
變
る
所
は
な
い
、只
前
版
に
於
け
る
誤
植
を
正
し

(

同
脖
に

.诉
し 

か
|

入
さ
れ
杧

)

文
法
の
談

6

を
正
し
女

)

ば
か

，
り

で
あ

ーる。

此

外

に

版

權

を

賽
害

し

て

 

第
五
版
を
剽
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